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要 旨   

研究目的は，A大学4年次精神看護学実習で，病棟実習をおこなった3グループと，社会復帰施設実習をおこなった3グループの  

学生が考えた，精神看護の意味や役割に焦点をあて，学びの特徴を明らかにすることである．分析対象は，6グループ（病棟3グル  

ープ，魔設3グループ）46名が実習後に提出したレポートの内容である．分析方法は，学生が考えた精神看護の意味や役割に関する  

記述を実習施設別に抽出し，内容の類似するものをまとめてサブカテゴリとし，カテゴ、リ，コアカテゴリ化した・記述の抽出，カテ  

ゴリ化では，研究者間で繰り返し検討し，信用性の確保に努めた．   

両者の実習施設に共通するものとそれぞれの実習施設の特徴を分析した．受け持ち患者の特徴は，病棟はうつ痛が最も多く，成人  

期と老年期の回復期の患者が大部分であった．社会復帰施設は統合失調症が多く，成人期の長期在宅生活者が大部分であった・学び  

を抽出した結果，135サブカテゴリ，45カテゴリ，11コアカテゴリに分類した．各施設において多くの畢通した精神看護の意味・役  

割を学んでいた．一方で，各施設において患者層の違いや実習場所の特徴により学びに相違がみられた・病院実習では急性期の症状  

に対する看護や退院に向けた短期的視点での看護を考えることが多く，看護師が実践モデルを示すために碍神看護の意味や役割につ  

いて学生が理解しやすかった．また社会復帰施設では，慢性期の長期在宅精神障害者に対して疾患をコントロールしながら地域生活  

を送るための支援という中・長期的視点での看護を考えることが多く，指導員や精神保健福祉士の対象への関わりや教員が実践モデ  

ルを示す中で，学生が看護として何が出来るかを日々考える実習を行っていた．これらの看護の視点はともに重要であり，それらを  

学ぶための具体的な実習方法の検討や工夫が必要である．  

キーワード：精神看護学実習，学生の学び，精神看護の意味・役割  

Abstract   

′me purpose ofthis studyis to comparethree groups which received practicaltraining－at a rehabilitation  

institutionwiththr占e groupswi1ich reムeived practicaltrainingin a psychiatric ward，and to clari＆the  

characteristics regarding howthe studentslearned aboutthe significance andthe roles ofpsychiatric nursing at  
each tfaiiiiiigiiiStitution：  

′me血dingsarebasedon46reports壷hichwere submittedbythestudentsafterthetraining・  
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Inthe ward，the patients mostレconsisted ofcases ofdepression or dementia．  

Atthe rehabilitationinstitution，mOSt Patients had schizophrenia；andthey had alsolived attheir homesfor a  

long period oftime．  

According tothe results oftheanalysis，the studentslearned aboutthe significance ofpsychiatric nursing andthe  

rolesthat such nurses playedinthe hospitals．The variouslearning（hctors）werethen classi五edint6135sub  

CategOries，45categories，andllcore categories．  

′nle Studentslearned alot aboutthe signi五cance of psychiatric nursing andthe roles that such nurses（or  

psychiatric socialwo止ers）playedwi1ichwere commontobothinstitutions．  

Onthe other hand，due to differencesinthe patients andthe unique characteristics of each training払cility，the  

Studentsthereforelearned differentthings at each facility．  
¶1eSe di鮎rences were asfo1lows；In ward training，the！tudentsthought about nursingin regard to caringfor  

acute stage symptoms ofsuch patients afterthey are discharged血・Om the hospital．  

Atthe｝rehabilitationinstitution，the students thoughtal）Out nurSingin regard to supporting the patients’dai1ylife  

wi1iletheyhelp such patients to also controltheir chronic mentaldisorders．  

Itistherefore considered to beimportantthatthe studentslearnthe difftrentviewpoints ofthe nurses and social  
w6rkers wo血ng at bothinstitutions．Asa result，mOre aPprOpriate training methods shouldtherefore be  

establishedin thefuture．  

Keywords：Practicaltraining of psychiatric nursing，Learning of student，Signi五canCeandthe roles of psychiatric  

nurSlng  

方法   

1．対象   

A大学の4年次精神看護学実習を受講した学生のうち  

6グループ（病棟3グループ23名，L 

ープ23名）46名が実習後に提出したレポートのうち，研  

究協力に同意が得られた学生のレポートの内容である．  

学生数，実習時期を考慮し，病棟実習は前期の後半3グ  

ループとした．   

実習方法は病棟実習，社会復帰施設実習ともに，実習  

期間は2週間で，1名の対象を受け持ち，看護過程の展  

開を行なった．実習に先立ち，研究者間で，社会復帰施  

設での実習で，病棟実習と同じ実習目標でよいかどうか  

の検討を行ない，問題がないことを確認し，同じ実習目  

標で行うことを合意した．教員の指導体制としては，病  

棟と社会復帰施設ともに， 保健師経験が4年の教員，精  

神科看護経験5年の教員が学生指導を行った．病棟実習  

の指導者は看護師，社会復帰施設実習でゐ指導者は精神  

保健福祉士と指導員が行った．  

2．倫理的配慮   

実習終了後に学生に対し，研究目的，研究方法を説明  

し，研究参加は自由意思であること，いつでも参加を中  

断できること，研究参加の有無が成績に影響しないこと，  

公表の際に個人が特定されないよう配慮することを，単  

位認定者以外の研究者により口頭と書面で説明し，同意  

はじめに  

障害者自立支援法の施行など近年精神障害者を取り巻  

く環境は「病院」から「地域」へと変化しており，精神  

看護についでも同様にその変化に対応したも・のへと変遷  

している時である．その中で学生に対しても従来型の病  

院実習だけでなく，地域精神看護を学ぶ必要性が言われ  

ている．どのような実習指導体制・場所・方法がより良  

い実習に結びつくのかは試行錯誤を繰り返している段階  

であると考える．   

これまでの精神看護学実習に関する研究では，学生の  

視点から－見た学びの分析1・2），精神看護学の実習指導者の  

困難3），実習方法（場所・期間）の変化による学習効果  

の比較4），社会復帰施設実習の学びの分析5・6），精神看護  

学実習に対する学生の意識7）などが報告されていた．こ  

れらの研究では，病棟実習を主に行なう中で，一部社会  

復帰施設の実習を取り入れた実習の報告8・9）はあるが，社  

会復帰施設のみで，精神看護学実習を行い，学生の学び  

の特徴を病棟実習の学びと比較したものはなかった．今  

回実習施設の事情で，前期5グループは病棟で実習し，  

後期3グループは社会復帰施設で実習を行なった．   

今回の研究目的は，実習を通して学生が考えた精神看  

護の意味や役割に焦点をあて，各実習施設における学生  

の学びの特徴を明らかにすることである．  
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うに，対象理解では社会復帰施設実習で，対象者を「生  

活者」として実際に理解していたが，それを受けて学生  

は，生活者としての対象への看護についての記述は見ら  

れなかった．   

「虐者の就農に応じた膠わク」は，共通，社会復帰  

施設実習のみは無く，病棟実習のみが『患者の状態にあ  

った関わり』，『患者の状態に応じた待つ看護』，『日々の  

状態の変化に合わせた関わり』であった．症状が安定し  

ている社会復帰施盲削こおいては患者の状態はあまり変化  

が無く，急性期の患者が多い病棟では，患者の状態に変  

化が生じやすくそれに合わせた看護を学んでいた．   

「症状の静粛・厨カタ」は，共通は『気分の波や患  

者の負担の非言語的な観察』，病棟実習のみは『身体管理  

のための検査データの把握』，『急性期の幻覚妄想状態の  

観察と関わり』，社会復帰実習施設のみは『慢性化した妄  

想への関わり』，『病態生理，日常生活の観察』，『距離を  

置いて関わる』であった．『身体管理のための検査デー  

タの把握』を学んでいる事は病棟実習の特徴であるとい  

える．社会復帰施設実習ではカルテの閲覧などができな  

かったため，検査データなどによる身体管理の把撞は難  

しかった．   

「蒼顔虜彦辟の春慶」は，共通は『服薬管理』，病棟  

実習のみは『薬物療法時の効果・副作用の観察』，社会復  

帰施設実習のみは『内服薬や治療に関する専門知識の提  

供』であ？た．病棟実習では急性期たおいて薬物調整を  

行っている患者が多いため，『薬物療法時の効果・副作  

用の観察』の必要性を感じることができていた．また社  

会復帰施設実習の『内服薬や治療に関する専門知識の提  

供』は，学生たちが精神障害者の服薬管理の重要性を理  

解し，医療職である看護者として何が出来るかを考えた  

ものであった．   

「疾虐のランイロール鹿カを高める」は，共通は無  

く，病棟実習のみは『疾患コントロールのための自己の  

振り返りの促し』，『治療意欲を支える』，『内服薬の自己  

管理能力を高める関わり』，社会復帰施設実習のみは『再  

発予防のために再発の徴候を知る』であった．社会復帰  

施設では対象が慢性期である事が多く，再発を繰り返し  

ている方も多くいた．対象の体験談を知る中で再発防止  

の重要性を強く学ぶ事ができたといえる．   

「β常・密会生活像カをノ看める」は，共通は『入院  

中から退院後の患者の生活に視点を置く関わり』，『個人  

衛生と体温のセルフケアの改善』，『活動と休息のセルフ  

ケアの改善』，『孤独と付き合いのセルフケアの改善』，『他  

者評価に左右されないで自己評価を高める関わり』，『社  

会生活を送るための能力を高める関わり』，『社会資源の  

情報掟供』，病棟実習のみは『家庭での生活習慣に合わせ  

を得た．  

3．分析方法   

レポートの記述から，学生が対象に実施した看護や対  

象と教員，指導者と、の関わりから考えた精神看護の意味  

・役割に関する記述を実習施設別に抽出し，内容の類似  

するものをまとめてサブカテゴリとし，さらにカテゴリ  

化tた．そして抽象度を高めるために同様の作業を繰り  

返し，コアカテゴリを形成した．なお，記述の抽出，カ  

テゴリ化では，研究者間で繰り返し検討し信用性の確保  

に努めた．  

結果   

1．各実習施設と受け持ち患者の特徴   

病棟実習はA大学医学部附属病院の精神科病棟で，  

過去7年間学生の病棟実習を受け入れている．社会復帰  

施設は過去4年間，A大学の2週間の精神看護学実習の  

中で，一日間の見学実習を行ってきた施設であった．大  

学と社会復帰施設の間では，実習目標の兵有を行ってお  

り，将来，社会復帰施設での実習を視野に入れ，環境を  

整えていた経緯があった施設であった．   

受け持ち患者の特徴は，病棟実習はうつ病が最も多く，  

成人期と老年期の回復期の患者が大部分であった．社会  

復帰施設実習は統合失調症がほとんどを占め，成人期の  

長期在宅生活者が大部分であった．  

2．学びの特徴（表1）   

学びを抽出した酪果，135サブカテゴリ，45カテゴ  

リ， 11コアカテゴリを抽出した．以下コアカテゴリを  

「」，カテゴリを『』で示す．   

「厨併任の藤倉」は，各施設に共通するもの（以下，  

共通と略す）は『信頼関係の構築』，『訴えやすく居心地  

の良い雰囲気作り』，『傾聴』，病棟のみは『拒否の患者に  

対しての関係の構築』，『安心感を与える関わり』，『患者  

に合わせたコミュニケーション』，社令復帰施設実習のみ  

は『共に過ごす』，『距離が上手くとれない患者との信頼  

関係の構築』であった．どちらの実習施設においても受  

け持ち患者との関係性の構築は重要であると認識してい  

た．しかし，社会復帰施設実習では，対象と作業などを  

通して一緒に過ごすことが多く『共に過ごす』ことがい  

かに重要であるかを学んでいた．   

「虐者の忍財経の盟解」では，共通は『患者の思い  

や背景，苦しみを理解する姿勢』，病棟実習のみは『患者  

のニーズを満たす』，『生活者として患者を捉える視点』，  

社会復帰施設実習のみは無かった．第1報で報告したよ  
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表1－1 実習施設別精神看護の意味・役割  

コアカテゴリ   カテゴリ   サブカテゴリ（施設）   サブカテゴリ（病棟）   

関係性の構築   信頼関係の構築  関係構築の実施とその効果   信頼関係の構築の重要性と関わり  

信頼関係の構築のためわ援助とその評価  

関係構築のための援助とその効果  

信頼関係の構築の実施  

関係構築のためのコミュニケーションの実  
施  

訴えやすい関係づく■りの実施  

訴えやすく，居心地の良い雰囲気作り  本人からしんどさを訴えやすい雰囲気作り  
をする重要性   

作業所があることで心強く辛いことを乗り  
越える力になるために，対象者にとって作   
業所が居心地の良い場所であることの重要  
性   

信頼関係につながる明るい雰囲気での関わ  
り  

傾聴   対象者の話を聞くことの重要性   患者の訴えの傾聴と保証  

傾聴の実施とその効果  

患者の言葉を大切にすることの重要性の理  
解と実施とその効果  

傾聴の重要性  

関係を構築し，患者の訴えを焦らずゆっく  
り開いていくことの重要性  

患者の話を受容・傾聴し，支持的に接する こ  
とで安心感を与える看護  

拒否の患者に対しての関係の構築  拒否の患者に対しての関係構築の実施  

安心感を与える関わり  安心感を与えるような関わりとその評価  

患者に合わせたコミュニケーショシ  コミュニケーシヨン技術の必要性の気づき  

テーマを絞って話を聞く関わりの重要性  

患者の好む話題を把握し，提供する関わり  
とその効果  

患者理解のためのコミュニケーションの実  
施とその効果  

共に過ごす   話を聞き，一緒に同じ時間を過ごすことと  
いう気づき  

距離が上手くとれない患者との信頼関係の  人との距離の取り方が上手くできない精神  
構築   障害者に対する信頼関係の構築の実施とそ  

の効果   

患者の個別性の理解  患者の思いや背景，苦しみを理解する姿勢  個性の把握の重要性   患者の現在の状態について理解す 
患者像を明らかにする重要性  

対象に適した接し方を模索するために自分  患者の言動の背景にある気持ちや態度を理  
の行った関わりの評価   解することの重要性  

個別性の把握   患者の思し、を理解しようとする姿勢の重要  
性  

関係構築のために患者の立瘍に立ち苦しみ  
を理解しようとする姿勢の重要性  

患者の目線で物事を見たり，傾聴し，理解  
しようとする看護者の姿勢  

患者の苦しみを理解しようとする看護者の  
姿勢  

患者を理解する姿勢の重要性  

患者のニーズを満たす  患者のこ－ズを満たす看護  

生活者として患者を凍える視点  患者を生活者としての魂点から唇音さんを  
捉える看護   

患者の状態に応じた閑  患者の状態に合わせた看護  
わり   患者の状態に応じた待つ看護  自分が関わろうとしていることが患者さん  

の状態にあっていないのなら，待つという  
看護  

日々の状態の変イヒに合わせた関わり  日々の状態に合わせた関わりの重要性   
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表1－2 実習施設別精神看護の意味・役割  

コアカテゴリ   カテゴリ   サブカテゴリ（施設）  サブカテゴリ（病棟）   

症状の観察・関わり  気分の波や患者の負担の非言語的な観察  体調や気分め波をみていくことの重要性  情報収集時の観察とタイミングの重要性  

非言語的な観察による不安の把握  

患者の負担軽減のための観察と声かけの実  
施  

身体管理のための検査データの把振  行動の観察や検査データから患者の状態を  
把握する看護  

急性期の幻覚妄想状態への観撃と関わり  幻覚・妄想状態への聞く姿勢の重要性と安  
心できる関わり  

妄想や幻聴に集中せず現実的な行動がとれ  
る関わりの実施  

慢性化した妄想への関わり   妄想に対する関わり方  

病態生理，日常生活の観察   病態生理，日常生活の観察  

距離を置いて関わる   距碓を置いて関わる   

薬物療法時の看護  薬物療法時の効果・副作用の観察  抗精神病薬の内服と注射に伴う身体・精神  
状態の観察の必要性  

薬物療法時の観察の重要性  

薬物療法時に変化を見逃すことなく捉える  
看護  

服薬管理   服薬管理   怠薬による再発を予防する関わりとその効  
果  

内服の自己管理に対する関わりとサポート  
体制の把握  

退院後の内服薬の自己管理への関わりめ重  
要性  

内服薬や治療に関する専門知識の捷供  疾患，薬，対処方法に関する専門知識の捷  
僕  

内服薬や治療に関する専門知識の捷僕   

疾患のコントロール能   疾患コントロールのための自己の振り返り  自分の振り返りと自己評価を高める役割を  
力を高める  の促し  認める声かけの実施とその評価  

病気になった自分を振り返るための援助の  
必要性  

身体症状の原因を一緒に考えることとその  
効果  

病気への思いを知り，話を受容しでいく関  
わりどその効果  

乳ガンに対する思いの把握の必要性  

治療意欲を支える  本人の治療意思を確認し，その思いを支え  
ていく必要性  

内服薬の自己管理能力を高める関わり  怠薬による再発を予防する関わりとその敷  
果  

内服の自己管理に対する関わりとサポート  
体制の把握  

退院後の内服薬の自己管理への関わりの重  
要性  

再発予防のために再発の徴候を知る   再発予防のために再発の徽侯を知り早期発  
見，早期治療に結びつける  

再発予防のために再発の徽候を知ることの  
重要性   

復帰施設実習のみは『家族の対象者への影響を視野に入  

れた家族支援』，『家族の悩みを聞く』であった．家族に  

関しては病棟実習では患者をサポートする環境として家  

族を捉えがちであった．社会復帰施設実習では，家族を  

精神障害者とともに看護する対象として捉えていた・  

「チーム医蓼」古事，共通，社会復帰施設実習のみは  

無く，病棟実習のみで『チーム医療』は見られた．痛棟  

では他職種が患者を通して関わっでいる場面を見る機会  

がある．一方，社会復帰施設では施設内の職員との関わ  

りを見るだけであり他職種間の連携を見る機会がなかっ  

た．  

た関わり』，『食物のセルフケアの改善』，『ストレスコー  

ビングを高める関わり』，『役割変更のための行動変容に  

関する継続した声かけ』，社会復帰施設実習のみは『生活  

習慣の確立の支援』であった．   

「家慶の鹿家屠解」は『家族の疾患理解を促す関わ  

り』の1カテゴリで共通していた．   

「家慶のサボー♪体卿を腰点る」は，共通は『家族  

のサポート体制を整える関わり』，病棟実習のみは『家庭  

内の環境調整』，社会復帰施設実習のみは『両親亡き後の  

支援』であった．   

「家腰支腰」は，、共通，病棟実習のみは無く，社会  

ー89－   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



香大看学誌 第12巻第1号（2008）  

表1－3 実習施設別精神看護の意味・役割  

コアカテゴリ   カテゴリ   サブカテゴリ（施設）   サブカテゴリ 

日常・社会生活箪力を、  今までの生活習慣に合わせた関わりの重要  
高める   性  

家庭での生活習慣を知る必要性  

今までの生活習慣に合わせたH標設定の必  
要性  

入院中からの退院後の患者の生活に視点を  入院中から退院後の患者の生活に目を向け  患者が自分自身で病気と付き合っていくと   置く関わり  たわ  といのことでい  
関り   きう先ま見据えた関わりと  

う看護の役割  

生活習慣の確立の支援   生括習慣の確立を支援するために全てにお  
いて支援するのではなく，出来ていない点  
を指摘し，行動を促すことで習慣化につな  
げる  

食物のセルフケアの改善  摂食障害患者の食行動異常に対する関わり  
の実施  

幻聴・幻覚による食事摂取のセルフケアに  
対する関わりとその効果  

個人衛生と体温のセルフケアの改善   清潔習慣を改善するために継続した声かけ  清潔のセルフケアにおける患者の自立を促  
を行うことの重要性   す関わり  

清潔習慣を改善するための家族・本人を含  清潔のセルフケアに対しての継続した関わ  
めた関わり   りとその効果  

清潔のセルフケアに対する関わりとその効  
呆  

抑うつによる更衣のセルフケアに対する関  
わりとその評価  

活動と休息のセルフケアの改善   必要時に休息がとれるように本人から、しん  軽そう状態による過活動のコントロールに  
どさを訴えやすい雰囲気作りをする重要性  対する関わりの実施の評価  

退院後の生活のための軽そう状態による過  
活動のコントロールに対する関わり  

気分転換活動の必要性の理解と実施とその  
効果  

気分転換のための関わりの実施  

孤独と付き合いのセルフケアの改善   他者との距離のとりづらさに対して，信頼  円滑なコミュニケーションができるための  
関係を築いた上で伝えていく   関わりの必要性とその実施  

自分の思いを自覚し表出できるような関わ  
りの実施  

再入院予防に向けての関わりの実施（自分  
の思いの表出を促す）  

ストレスコービングを高める関わり  ストレス対処法について共に考えることと  
その効果  

役割変更のための行動変容に関する継続し  役割変更のための行動変容に関する継続し  
た声かけ  た声かけの重要性  

役割変更に、おける患者の目標と現実のすり  
あわせの重要性 

自己評価を高める関わり   メンバー（対象者）が指導的な役割をとる  退院への意欲，前向きな姿勢が減少しない    この  
と重要性   関わり  

自己評価を高めるために声かけを行うこと  退院後の生活への患者の自信を高めるため  
の重要性   の声かけの実施とその効果  

自己評価を高めるために指導的役割をとっ  
てい声メンバーを支持する  

他者評価に左右されないで自己評価を高め  患者の社会復帰のために自分はいいんだな  
る関わり  ど評価の基準をきちんと自分の中で見いだ  

して行くことを援助する役割  

社会生活を送るための能力を高める   計画的な金銭管理を共に考えることの重要  退院後の生活について共に考えることの実  
性   施とその効果  

再発予防のための退院後め生活に向けた関  
わり  

社会資源の情報提供   利用できる社会資源の準備   社会資源の情報甲提供  

対象者の個別性に応じた社会復帰施設の紹  
介   

入院患者に対し，施設の存在を伝え退院後  
社会復帰施設へとつなげていく 
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表1－4 実習施設別精神看護の意味・役割  

コアカテゴリ   カテゴリ  サブカテゴリ（施設）   サブカテゴリ（病棟）   

家族の疾患理解 家族の疾患理解を促す関わり   家族への疾患理解の促し   家族の疾患理解への援助と家族の患者に対  
する理解の把握の重要性  

家族の疾患理解への援助の重要性  

家族の疾患理解への関わりの必要性  

患者と家族の理想と現実のすりあわせのた  
めの援助の必要性 

家族に対する看護   

家族のサポート体制を  家族のサポート体制を整える関わり   家族に作業風景や日々の変化対象者の気  再発防止のための家族のサポート状況を把   
整える  持ちを伝えるという家族への働きかけの重  

要性   

家族の個別性を視野に入れた家族のサボー  退院後の生活にむけて夫と患者と共に関わ  
ト体制を整える   ることの重要性  

退院に向けての家族への関わりの実施  

退院後の生活のために家族が患者を支えら  
れるような医療職の支援の必要性  

退院後の生活のために家族が患者を支えら  
叫るような看護の役割  

家庭内の環境調整  家事や介護の負担を軽減するための方法を  
共に考えることの実施  

ストレス因の改善と家庭内の環境調整の必  
要性  

両親亡き後の支援   両親亡き後のサポート体制  

両親亡き後の本人自身の病状や気持ちの観  
察の重要性  

親亡き後の金銭管理のために利用でき 

家族支援   家族の悩みを聞く   家族の悩みを聞くことの気づき  

家族の悩みを開く  

家族の対象者への影響を視野に入れた家族  家族の対象者への影響を視野に入れた家族  
支援   支援の重要性   

チーム医療   チーム医療  摂食障害患者に対するチーム仝体で商わる  
医療  

多角的にアプローチする医療   

長期在宅生活者が多い社会復帰施設実習では，病期より  

も日々の気分の彼の変化に着目していた看護を考えてい  

た．   

また，「β労・忍余生瘡鹿カをノ看める」では，病棟  

実習では食物，個人衛隼と体温，活動と休息などのセル  

フケアが病気の症状によって一時的に影響を受け，その  

一部の欠如に対する補完といった短期敵視点での援助が  

主であったのに射し，社会復帰施設実習では，陰性症状 

による能力障害や発病以前から生活習慣を獲得していな  

い患者に対するセルフケアヘの中・長期的視点に立った  

援助を行っていた．   

「症状の戯賓・厨わク」や「β常・＃会登済度カを  

屠める」は，対象が病棟実習では急性期の患者である  

こと，社会復帰施設では慢性期の患者であることといっ  

た対象の特性が影響していると考えられた．   

家族に関する援助では，病棟実習では，退院に向けて  

家庭内の環境調整や家族の疾患理解を促すという慕うな，  

患者をサポートするための環境として家族を捉えており，  

「家慶の疾虐忍野」を促すことや「家慶のサポート伊  

卿を磨える」などの看護の役割や意味を学んでいた．  

それに対し，社会復帰施設実習では，家族の悩みを聞く  

という家族自身を援助の対象として捉えており，「家慶   

考察  

各実習施設において，共通した精神看護の意味・役割  

に関する学びがみられた．一方，各施設における学びの  

相違も見られ，その相違点についてコアカテゴリごとに  

次に述べろ．   

「虐者の厨邸伴の屠解」では第1報において社会復  

帰施設実習では生活者の視点での対象理解は出来ていた  

にも関わらず，そのことを看護の意味・役割として捉え  

ている記述はなかった．また病棟実習では生活者として  

患者を見て，看護する必要があると認識できていたが，  

第1報の対象理解では，一生活着としての対象理解に関す  

る記述はほとんどみられなかった∴このことより教員は  

社会復帰施設では学生が当たり前のように行っている生  

活者の視点から患者を理解する辛が重要な「看護」であ  

るということを認識できるように関わる事が必要である．  

また病榎では生活者ヒして理解する事が必要であると認  

識できているが，病院生時ではなかなか想像のつかない  

「生活者」としての視点がどのようなものであるかを学  

生の理解を促すような関わりが必要である．   

「瘡冴の粛穿・囲わク」では，病棟実習では，患者  

の病期による状態の変化に着目した看護を考えていたが，  
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社会復帰施設実習では，慢性斯の長期在宅精神障害者に  

対して疾患をコントロールしながら地域生活を送るため  

の支援という中・長期的視点での看護を考えていた．実  

践モデルである看護師がいないため，教員が実践モデル  

として機能することが求められた．また，学生は精神保  

健福祉士や指導員と対象のかかわりを通して，看護とし  

て何が出来るかを日々考える実習を行っていた．  

支超」を看護の役割・意味として学んでいた．家族が  

精神疾患を発病することは，他の家族成員にとって様々  

な困難があり，家族を援助の対象として看護することは  

重要である．社会復帰施設実習では，実際に学生の実習  

中に，電話でスタッフが家族を援助しでいる姿を見るこ  

とで，家族を援助の対象としてみることを認識していた．  

病棟では家族の面会が学生の実習終了後に行なわれるこ  

とが多く，看護師が家族の援助をしている姿を見ること  

が少ないことも影響していると考えられる．しかしこの  

視点を持つことは重要であるので，カンファレンスなど  

を通して学生が考えられるように意図的なかかわりが必  

要である．   

学生が精神看護の意味や役割を考える際に，病棟実習  

では，看護師がモデルとなり実際の看護を参考にした学  

びを得やすかったが，社会復帰施設実習では，看護師が  

いないため，指導者の対象へのかかわりや教員のロール  

モデルを通して，学生自身が考えていた．社会復帰施設  

での実習を行う際には看護師がいない場合は，看護の役  

割を学ばせるために意図的に教員が関わる必要があると  

考えられる．   

また，どちらの施設においても「病院」から「地域」  

への連携の際の看護の役割はレポートで述べられてはい  

なかった．しかし，社会復帰施設実習では，カンファレ  

ンスなどの時間において「病院」から「地域」への連携  

の必要性や重要性が学生たちから多く聞かれた．岡田  

ら10）は病棟実習せは職種間の連携・協働や地域との連携  

について多くの学生が学べていない状況だと述べており，  

病棟実習では学びにくい項目であるかもしれない．この  

ことについては岡田も述べている、ようにカンファレンス  

時の教員からの意図的な働きかけが必要と考える．   

今後，短期入院の促進や長期入院患者の在宅生活への  

移行を考えると，看護師の働く場も，病院から社会復帰  

施設へと広がっていくこと、も予測される．よって，ノ病棟  

実習，社会復帰施設実習でのそれぞれの学びが必要と考  

える．実習期間等の制約もあるので，より効果的な実習  

方法の検討が必要である．  

今後の課題と研究の限界  

現在の地域精神保健の重要性を考えても，実際の地域  

で生活する精神障害者と関わる実習は今後必要不可欠で  

ある．加えて，地域七生活する精神障害者が安心して疾  

患と付き合いきながら地域生活を送っていくためには，  

「病院」から「地域」，「地域」から「病院」の連携と協  

力体制が必要である．今回病院と社会復帰施設での実習  

での学びを分析し，それぞれの特徴が明らかになった．  

学生がそれぞれの施設での看護を学ぶ事が出来れば「病  

院」と「地域」を結ぶ看護の重要性を学べるのではない  

かと考える．また社会復帰施設実習では，特に，看護実  

践モデルがいないために教員が意識的にモデルを示すこ  

とが重要である．加えて，それぞれの施設での看護を学  

ぶための具体的な実習方法について；今後検討していく  

必要がある．   

本研究は，実習終了後のレポートを基礎データとして  

し、るため，学生の学びすべてを抽出できていない可能性  

も否めない．しかし今回得られた結果を今後の精神看護  

学実習をよりよいものにできるよう活用していきたい．  
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